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九州大学特別教員規程

平成１７年度九大規程第２７号

施 行：平成１７年１０月 １日

最終改正：平成２７年 ３月３０日

（平成２６年度九大規程第１４３号）

（趣旨）

第１条 この規程は、九州大学（以下「本学」という。）における寄附金による当該寄附

目的に則した教育研究業務又は教育研究の一環としての診療業務（以下「教育研究業務

等」という。）の推進を図るために、九州大学教員人員配置等に関する要項（平成１９

年４月１日実施）に定める部局配置人員（算定基準数）のほかに、期間を定めて雇用す

る者に関し必要な事項を定めるものとする。

（職名）

第２条 この規程に基づき雇用する者の職名は、特別教員とする。

（資格）

第３条 特別教員となることができる者は、教育研究業務等を遂行するために必要な能力

を有すると認められる者とする。

（選考等）

第４条 特別教員の採用のための選考は、寄附者の指定により当該寄附金を使用して教育

研究業務等を行うことができる教育研究組織等の代表者（教員個人が指定を受けている

場合は、当該教員。以下「代表者等」という。）の推薦に基づき、代表者等が所属する

部局等の教授会又は運営委員会等において行うものとする。

２ 教授会又は運営委員会等は、前項の選考に当たり、特別教員に行わせる教育研究業務

等が、当該特別教員の雇用に充てようとする寄附金の寄附目的に則したものであること

を確認しなければならない。

（称号）

第５条 九州大学特任教授等称号付与基準（平成１６年度九大規則第７７号）に定めると

ころにより、特別教員に特任教授、特任准教授、特任講師又は特任助教の称号を付与す

ることがある。

（所属）

第６条 特別教員の所属は、代表者等が所属する部局等とする。

（雇用期間）

第７条 特別教員の雇用期間は、５年を限度とする。

２ 前項の特別教員の雇用期間を５年に満たない期間で雇用した場合にあっては、雇用し

た日から５年を超えない範囲内で更新することがある。ただし、研究開発システムの改

革の推進等による研究開発能力の強化及び研究開発等の効率的推進等に関する法律(平

成２０年法律第６３号。）第１５条の２第１項に該当する者にあっては、前項の規定に

かかわらず、雇用した日から１０年を超えない範囲内で更新することがある。

３ 前２項にかかわらず、特別教員の雇用期間の限度となる日は、国立大学法人九州大学

教員の定年に関する規程（平成１６年度九大就規第１２号）第２条に定める定年による

退職の日を越えることはできないものとする。

４ 前項に掲げる者のうち、特別な事情により、本学において教育研究遂行上必要な者に

ついては、前項の規定にかかわらず７０歳に達した日以後における最初の３月３１日ま

で雇用することがある。

（給与）

第８条 特別教員の給与は、日給又は時間給とする。
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２ 前項の給与は、第４条第２項の確認を行った一の寄附金をもって充てるものとし、当

該寄附金以外の寄附金と合算して充てることはできないものとする。

附 則

この規程は、平成１７年１０月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規程第１０１号）

この規程は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規程第１３７号）

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規程第１４５号）

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規程第１４３号）

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。


